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 要  旨 
 
 近年，通信機器の小型化，高周波化，低電圧化，高機能化に伴い，機器内部に
おける不要電磁波の放射や干渉が問題視されている．特に機器内部のマイクロ波
回路では，共振器や整合器を構成する場合にマイクロストリップ線路の不連続部
や屈曲部が数多く存在し，そこからの不要放射が発生する．最近ではこれらの不
要放射メカニズムと，その放射抑止方法の研究が進められてきている．しかし放
射メカニズムは未だに不明確な部分があり，有効な放射抑止方法も存在しない．
本研究ではマイクロストリップ線路の開放端を対象とし，その放射メカニズム
の解明を目的とし，その効果的な放射抑止方法について提案する． 
FDTD法を基本とし，Chenらによって提案された修正PML吸収境界を付与した解析
プログラムを作成し，それを用いて解析を行った． 
それにより，基板放射と空間放射の両方の放射を確認するなど，放射メカニズ
ムを直観的に理解することができた．また，開放端からの放射は高周波化，線路
構造の大型化に伴い増大する．その放射は別の回路素子に悪影響を与えるだけで
なく，放射を発生している開放端を含む共振器自身の特性劣化を引き起こす事が
わかった． 
 続いて開放端からの放射抑止方法として，損失性チップなどを使用せずに，開
放端におけるストリップ導体の構造を変化させることの有効性について検討し
た． 
まず，凹凸型構造について検討する．これは開放端におけるストリップ導体の
角部を切り落とした構造であり，導体両端での電界集中が変化することで放射の
変化を期待している．凸形開放端では両端での電界集中を緩和し，放射抑止を期
待した．しかし放射率は通常の平型開放端のそれとほとんど変化することがなか
った． 
 そこで，T型開放端構造について提案する．これはストリップ導体をT型にする
ことで，電磁界をその左右で反射させる開放端構造である．これにより，開放端
におけるはみ出し電界は逆方向になり，等価的な磁流は逆向きのペアとなる．そ
のため，開放端におけるはみ出し電界は放射に寄与しなくなる．開放端からの放
射として空間放射が支配的なマイクロストリップ線路構造であれば，T型開放端は
十分な抑止効果の発揮を期待できることがわかった． 
 しかし，このT構造が波長に比べて十分に小さくない場合，T型構造での共振が
発生し，放射の増大や，回路の共振特性の悪化などが考えられる．T型開放端は不
要放射抑止効果を十分に秘めた構造であるが，注意深くその構造の選択をすべき
であろう． 
 
